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慌てずしっかり避難できたよ
本町部で「総合防災訓練」を実施
11月11日に本町部で実施された「総合防災訓練」。
いざというときに備えて、もりやまこども園や五城目小
学校の子どもたちも避難訓練を行いました。（関連記
事は４㌻に掲載）

今月のひとコマ



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.177

おたんじょうおめでとうございますおくやみ申し上げます

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成22年10月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,025 （－05） （－181）
（男） 5,145 （－05） （－099）
（女） 5,880 （±00） （－082）
世　帯 4,147 （＋02） （±000）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

□　□　□　□ちゃん 10月 7日 □　□・□　□ 昭　辰　町

□　□　□□□ちゃん 10月11日 □　□・□　□ 西磯ノ目

□　□　　　□ちゃん 10月15日 □　・　□　□ 畑　　町

□　□　□□□ちゃん 10月17日 □　□・□　□ 下　樋　口

□□□　□　□ちゃん 10月19日 □　□・□　□ 畑　　町

□　□　　　□ちゃん 10月27日 □□・□□□ 紀久栄町

「 お兄ちゃんたちに
負けないように元気に育ってネ♥」
　　　　　　お父さん、お母さんより

広
報

平
成
2
2
年
1
2
月
１
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.917　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342 　6
018（

852）3151 　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

はじめまして

□　□　　□　です
よろしくネ！

□　□　□　□さん 91歳 10月 2日 雀　　舘
□　□　□□□さん 76歳 10月11日 中　　村
□　□　□　□さん 60歳 10月11日 岡本２区
□　□　　　□さん 85歳 10月15日 大川４区
□　□　□□□さん 86歳 10月17日 中　　村
□　□　□　□さん 92歳 10月19日 舘　　町
□　□　□□□さん 90歳 10月19日 大川１区
□　□　□□□さん 69歳 10月22日 高　　千
□　□　□□□さん 79歳 10月23日 曙　　町
□　□　□□□さん 70歳 10月24日 樋　　口
□　□　□□□さん 68歳 10月30日 雀　　舘
□　□　□　□さん 77歳 10月30日 岡本１区
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▼
平
成
二
十
年
六
月
号
の
広
報

「
ご
じ
ょ
う
め
」
か
ら
連
載
し
て

い
る
、「
元
気
に
長
生
き
！
」コ
ー

ナ
ー
。（
今
月
号
で
は
十
㌻
に
掲

載
）
町
で
九
十
歳
を
迎
え
ら
れ

た
方
を
紙
面
で
ご
紹
介
し
約
二

年
半
が
経
ち
ま
し
た
が
、
掲
載

者
は
な
ん
と
次
号
で
百
人
を
超

え
ま
す
。
▼
広
報
担
当
を
離
れ

た
り
、
開
始
当
初
か
ら
取
材
方

法
の
変
更
が
あ
っ
た
り
も
し
ま

し
た
が
、
基
本
的
に
掲
載
文
は

す
べ
て
自
分
が
書
か
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
九

十
歳
と
は
思
え
な
い
話
題
の

数
々
に
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
経
っ
て
も

未
熟
な
文
章
で
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
九
十
歳
の
皆
さ
ん
の

お
元
気
な
様
子
を
こ
れ
か
ら
も

ご
紹
介
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。



◉
主
催
者
賞

♦
優
秀
農
業
賞

　
　
　
　

佐
々
木
義
宜
（
恋　

地
）

♦
農
村
い
き
い
き
大
賞

　

 

町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

　

会
長　

佐
々
木
正
子
（
岡
本
一
区
）

♦
農
産
の
部

優 

秀
賞　

 

小
玉　

重
博
（
西　

野
）

　
　
　
　

八
田
営
農
組
合
（
八　

田
）

　
　
　
　

農
事
組
合
法
人　

山
ゆ
り

 

（
下
山
内
）

　
　
　
　

草
皆
ミ
チ
ヱ
（
帝
釈
寺
）

　
　
　
　

宮
城
吉
太
郎
（
蓬
内
台
）

優 

良
賞　

 

本
間　

𠮷
金
（
舘　

越
）　

加
藤　

武
男
（
石　

崎
）

　
　
　
　

農
業
生
産
法
人

　
　
　
　

有
限
会
社
清
流
フ
ァ
ー
ム

 

（
町
村
）

　
　
　
　

佐
藤
さ
つ
子
（
築
地
町
）

　
　
　
　

小
玉　

妙
子
（
高　

田
）

　
　
　
　

宮
川　

正
作
（
帝
釈
寺
）

奨 

励
賞　

台
御
蔵
下
集
団
転
作

 

（
台
御
蔵
下
）

　
　
　
　

農
事
組
合
法
人　

山
ゆ
り

 

（
下
山
内
）

　
　
　
　

宮
川　

セ
ツ
（
帝
釈
寺
）

　
　
　
　

石
井　

勝
美
（
黒
土
二
区
）

　
　
　
　

一
関　

勇
一
（
久　

保
）

　
　
　
　

小
玉
鐵
太
郎
（
高　

田
）

　
　
　
　

舘
岡
と
み
子
（
上
高
崎
）

　
　
　
　

石
井
ヤ
ス
子
（
黒
土
一
区
）

♦
商
工
の
部

優 

秀
賞　

 

一
ノ
関
祐
藏
（
畑　

町
）

　
　
　
　

小
玉　

順
一
（
田　

町
）

　
　
　
　

伊
藤　
　

弘
（
田　

町
）

優 

良
賞　

齊
藤　

政
作
（
新
畑
町
）

　
　
　
　

小
玉　

順
一
（
田　

町
）

　
　
　
　

一
ノ
関
祐
藏
（
畑　

町
）

♦
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

優
秀
賞　

佐
々
木
照
雄
（
恋　

地
）

　
　
　
　

石
井
五
兵
衛
（
寺　

庭
）

優 

良
賞　

 

本
間
釟
之
助
（
舘　

越
）

　
　
　
　

工
藤　
　

洋
（
浅
見
内
五
区
）

奨 

励
賞　

本
間　

一
夫
（
舘　

越
）

　
　
　
　

本
間
釟
之
助
（
舘　

越
）

　
　
　
　

工
藤　

フ
サ
（
浅
見
内
五
区
）

♦
生
活
工
夫
展
の
部

優 

秀
賞　

小
玉
マ
サ
子
（
大
川
一
区
）

優 

良
賞　

 

佐
藤
シ
ヅ
ヱ
（
中　

村
）

ア 

イ
デ
ィ 

ア
賞

　
　
　
　

草
皆　

宏
子
（
帝
釈
寺
）

　
　
　
　

畠
山
ア
ヤ
子
（
岡
本
一
区
）

努 

力
賞　

 

西
井　
　

巌
（
平
ノ
下
）

　
　
　
　

石
川　

惠
子
（
水　

沢
）

♦
う
ま
い
米
づ
く
り
の
部

優 

秀
賞　

加
藤　
　

剛
（
石　

崎
）

優 

良
賞　

 

一
関
健
一
郎
（
久　

保
）

奨 

励
賞　

畠
山
徳
右
衛
門
（
西
磯
ノ
目
）

　
　
　
　

畑
澤　

甚
一
（
湯
ノ
又
四
区
）

♦
福
祉
展
の
部

優 
秀
賞　

 

ケ
ア
ハ
ウ
ス

 

い
こ
い
の
里
（
岩
城
町
）

努 
力
賞　

 
佐
々
木
禮
子
（
恋　

地
）

　
　
　
　
　

小
玉　

ト
シ
（
岡
本
一
区
）

　
　
　
　

本
間
タ
ケ
ノ
（
舘　

越
）

ア 

イ
デ
ィ 

ア
賞

　
　
　
　

畠
山　

長
子
（
上
山
内
）

♦
文
芸
作
品
展
の
部

《
短　

歌
》

入 

選
一
位　

大
宮　

一
郎
（
浦
横
町
）

入
選
二
位　

北
嶋　

倉
治
（
大
川
四
区
）

入
選
三
位　

嶋
﨑　
　

順
（
下
樋
口
）

佳
作
一
位　

小
熊　

正
明
（
下
樋
口
）

佳
作
二
位　

松
橋　

テ
ル
（
浅
見
内
一
区
）

佳
作
三
位　

工
藤　

誠
子
（
下
樋
口
）

《
俳　

句
》

入 

選
一
位　

澤
田
石
和
子
（
湯
ノ
又
三
区
）

入
選
二
位　

伊
藤　

み
ゑ
（
今　

町
）

入
選
三
位　

畑
澤
ト
ミ
子
（
湯
ノ
又
四
区
）

佳
作
一
位　

大
原　
　

春
（
新
畑
町
）

佳
作
二
位　

石
井
美
智
子
（
上
田
町
）

佳
作
三
位　

工
藤
ミ
ネ
子
（
上
田
町
）

《
川　

柳
》

入 

選
一
位　

細
田　

陽
炎
（
舘　

町
）

入
選
二
位　

加
藤　

星
花
（
一
番
町
）

入
選
三
位　

加
藤　

円
心
（
新
里
町
）

佳
作
一
位　

佐
藤
ち
ず
る
（
西　

野
）

佳
作
二
位　

佐
々
木
敏
子
（
希
望
ヶ
丘
）

佳
作
三
位　

佐
々
木
良
可
（
昭
辰
町
）
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第34回産業文化祭を開催

10月29日から31日までの３日間、広域五
城目体育館を主会場に第34回町産業文化祭が
開催されました。
産業文化祭では、農産物や商工業製品の展

示や文化展・芸術展などが行われました。
また、農産の部など各部門の中から65点が

各賞を受賞し、10月31日の産業文化祭褒賞
授与式で代表９人が表彰されたほか、下賜受
賞者９人が紹介されました。

第34回産業文化祭第34回産業文化祭ををを開催開催開催

10月29日から31日までの３日間、広域五10月29日から31日までの３日間、広域五10月29日から31日までの３日間、広域五

町の産業文化が集結

優秀農業賞を受賞した佐々木義宜さん（恋地）

主
催
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た

み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）



11月11日に県民会館で開催された第48回県老人
クラブ大会で、老人クラブ活動の発展と高齢者福祉
の向上に努められた町老人クラブ連合会の５人に表
彰状が贈られました。
［県知事表彰］
　・老人福祉功績者
　　　草皆　三夫さん（帝釈寺）
　・優良老人クラブ
　　　中村老人クラブ（代表：佐藤鶴五郎さん）
［県老人クラブ連合会会長表彰］
　・老人クラブ育成功労者
　　　千田　良次さん（岡本２区）
　・優良老人クラブ
　　　湯ノ又第２老人クラブ長寿会（代表：畑沢禮悦さん）
　　　谷地中老人クラブ（代表：佐藤久男さん）

県老人クラブ大会で表彰

左から、佐藤さん、畑沢さん、佐藤さん、草皆さん、千田さん

表彰表彰

　瑞
ずい

 宝
ほう

 単
たん

 光
こう

 章
しょう

　
佐藤　道雄さん（谷地中）

　瑞
ずい

 宝
ほう

 単
たん

 光
こう

 章
しょう

　
近藤　貞治さん（新畑町）

秋
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

近藤さんは昭和37年から町消防士
として務め、また平成10年からは消防
司令長ならびに消防署長を務められる
など、42年にわたり消防の発展向上に
尽くされました。
平成11年には消防庁長官より永年

勤続功労章が、また平成14年には日本
消防協会会長より精績章が贈られてい
ます。

佐藤さんは昭和26年に大川村消防
団に入団。町村合併と消防団の合併を
経て、町消防団副分団長、さらに昭和
61年からは町消防団分団長を務めら
れるなど、40年４か月にわたり消防の
発展向上に尽くされました。
平成２年には消防庁長官より永年勤

続功労章が贈られています。
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こ
の
ほ
ど
秋
の
叙
勲
と
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

当
町
の
佐
藤
道
雄
さ
ん
（
谷
地
中
）
と
近
藤
貞
治
さ
ん
（
新
畑
町
）

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

（敬称略）
第22回県中学校秋季剣道大会
◆女子団体　 ▼第３位　五一中女子剣道部

第12回県中学校新人卓球大会
◆女子団体　 ▼第３位　五一中女子卓球部

第６回合川招待バスケットボール大会
　 ▼第３位　五一中女子バスケ部

第16回岩手県少年少女レスリング選手権大会
◆小学３～４年男子30kg級　　 ▼第１位　越髙　　梁（五小４年）
◆小学１～２年男女24kg級　　 ▼第１位　越髙　愛香（五小２年）

第3回県ジュニア記録会
◆９～10歳女子50m自由形　 ▼第５位　小玉　沙紀（五小４年）
◆９～10歳女子50m背泳ぎ　 ▼第３位　小玉　沙紀（五小４年）
◆９～10歳女子100m背泳ぎ　 ▼第１位　小玉　沙紀（五小４年）
◆７～８歳女子50m平泳ぎ　　 ▼第３位　加藤　みく（五小３年）
◆７～８歳女子100m平泳ぎ　 ▼第１位　加藤　みく（五小３年）

第33回県スポーツ少年団卓球大会
◆小学４年の部　 ▼第３位　松橋　天音（五小４年）

大正寺ミニバスケットボール交流大会
　 ▼準優勝　五城目女子ミニバススポ少
　 ▼優秀選手賞　舘岡　果南（五小６年）

第32回本荘由利卓球選手権大会
◆小学５年の部　 ▼第３位　工藤　風音（五小）

第６回美郷町オープン卓球大会
◆小学４年男女の部　 ▼準優勝　松橋　天音（五小４年）



十
月
二
十
八
日
、
町
農
業
委

員
会
（
会
長
：
嶋
﨑
茂
悦
さ
ん
）

の
皆
さ
ん
が
、
農
地
の
利
用
状

況
な
ど
を
調
査
す
る
「
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
普
段
か
ら
各

担
当
区
域
の
農
地
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
ほ
か
、
年
に
一
度
、

皆
さ
ん
で
全
町
を
回
る
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
主
に
遊
休
農
地
の

実
態
把
握
や
違
反
転
用
な
ど
の

調
査
を
実
施
。
昨
年
の
調
査
時

か
ら
の
改
善
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
農
地
活
用
の
相
談
、

個
別
指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
一
日
、
地
震
と
そ

の
後
の
火
災
発
生
を
想
定
し
た

「
県
消
防
協
会
男
鹿
潟
上
南
秋
支

部　

総
合
防
災
訓
練
」
を
、
本

町
部
十
か
所
の
会
場
で
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
防
災
訓
練
に
は
、
男

鹿
潟
上
南
秋
の
消
防
本
部
、
消

防
団
の
ほ
か
、
各
種
団
体
や
町

民
の
皆
さ
ん
約
三
百
五
十
人
が

参
加
。
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練

を
は
じ
め
、
小
学
校
三
階
か
ら

の
救
出
や
防
災
ヘ
リ
で
の
搬
送

訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
初

期
消
火
訓
練
、
消
防
団
の
一
斉

放
水
な
ど
十
四
種
類
の
訓
練
を

実
施
し
、
災
害
に
備
え
ま
し
た
。
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原
野
火
災
消
火
の
た
め
の
一
斉
放
水（
雀
館
運
動
公
園
）

防災ヘリでの搬送訓練
（五小グラウンド）

農
地
の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査

町
農
業
委
員
会
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

本
町
部
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

下
山
内
町
内
会
（
畠
山
政
憲

会
長
・
全
六
十
戸
）
で
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
町
内
会
で

購
入
し
、
加
入
す
る
全
世
帯
へ

配
布
し
ま
し
た
。

同
町
内
会
で
は
、
住
宅
火
災

で
の
早
期
発
見
や
逃
げ
遅
れ
か

ら
身
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
全
世
帯
設
置
を
目

指
し
、
煙
感
知
式
と
熱
感
知
式

の
同
警
報
器
を
一
台
ず
つ
購
入
。

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
全
世

帯
に
配
布
し
た
ほ
か
、
取
り
付

け
が
で
き
な
い
高
齢
者
世
帯
な

ど
は
地
元
の
消
防
団
員
や
民
生

委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

こ
の
た
び
全
世
帯
へ
の
設
置
が

終
了
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

交通事故車からの救助訓練など
（雀館運動公園駐車場）

初期消火のためのバケツリレー
（小池町）

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
】

消
防
法
の
改
正
で
、
平
成

二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
㈫

ま
で
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
、
未
設
置

の
方
は
早
め
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

下
山
内
町
内
会
が

全
世
帯
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
配
布

校舎内からの救出訓練（五小）火災拡大を防ぐ放水訓練（下タ町通り）



十
一
月
十
三
日
と
十
四
日
、

千
代
田
区
で
「
秋
田
花
ま
る
っ

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
」
が
主
催
し
た
首
都
圏

向
け
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
地
元
産
の
お
米
や

野
菜
、
キ
イ
チ
ゴ
最も

な
か中

な
ど
の

物
産
販
売
と
、
開
催
地
と
な
っ

た
千
代
田
区
と
の
姉
妹
都
市
交

流
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を

実
施
。
千
代
田
区
や
ふ
る
さ
と

五
城
目
会
の
皆
さ
ん
の
応
援
も

あ
り
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
買

い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
と
七
日
、
岡
山

県
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
五
回

国
民
文
化
祭
・
お
か
や
ま
２
０

１
０
「
大
正
琴
の
祭
典
」
へ
、

五
城
目
大
正
琴
花
か
げ
会
（
代

表
：
加
賀
谷
光
子
さ
ん
・
畑
町
）

の
皆
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

指
導
さ
れ
て
い
る
佐
々
木
嶺

松
先
生
か
ら
は
、「
一
生
懸
命
が

ん
ば
る
気
持
ち
が
強
い
皆
さ
ん
」

と
評
価
さ
れ
る
五
城
目
教
室
は
、

設
立
か
ら
今
年
で
六
年
目
。
八

人
の
会
員
で
月
に
二
回
ほ
ど
集

ま
り
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

今
回
の
国
民
文
化
祭
に
は
、

大
正
琴
花
か
げ
会
（
会
員
約
五

百
人
）
が
県
の
代
表
に
決
定
し
、

全
県
か
ら
選
ば
れ
た
演
奏
者
二

十
八
人
の
中
に
、
五
城
目
教
室

か
ら
は
全
員
が
出
演
。
開
催
地

よ
り
最
も
遠
く
か
ら
の
参
加
と

な
っ
た
同
会
の
皆
さ
ん
は
、
全

国
か
ら
の
観
客
を
前
に
「
風
雪

な
が
れ
旅
」
と
「
千
恵
っ
子
よ

さ
れ
」
の
二
曲
を
演
奏
さ
れ
、

大
き
な
歓
声
を
送
ら
れ
る
と
と

も
に
、
練
習
方
法
を
聞
か
れ
る

な
ど
の
反
響
も
あ
り
、「
す
ご
く

緊
張
し
た
が
、
演
奏
が
終
わ
っ

た
後
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」

と
の
加
賀
谷
代
表
の
言
葉
ど
お

り
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を
見

事
に
発
揮
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
三

日
ま
で
の
四
日
間
、
芸
術
・
文

化
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る
と

と
も
に
、
会
場
で
先
生
自
ら
が

制
作
を
指
導
す
る
「
ワ
ン
ダ
フ

ル
あ
き
た
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
五
城
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平

成
十
八
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
今
回
で
五
回
目
。
絵

画
や
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
な
ど

多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
会

場
で
は
、
各
種
体
験
講
習
の
ほ

か
、
芸
能
発
表
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

茶
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

と
と
も
に
、
芸
術
・
文
化
を
と

お
し
て
交
流
を
深
め
合
い
ま
し

た
。
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指
導
さ
れ
て
い
る
佐
々
木
嶺
松
先
生

国
民
文
化
祭
・
お
か
や
ま
２
０
１
０
へ

五
城
目
大
正
琴
花
か
げ
会
の
皆
さ
ん
が
出
演

町
内
外
の
芸
術
・
文
化
が
集
結

ワ
ン
ダ
フ
ル
あ
き
た
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

町
首
都
圏
向
け
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

物
産
販
売
と
パ
ネ
ル
展
で
町
を
Ｐ
Ｒ

五
城
目
教
室
の
皆
さ
ん

応援にかけつけてくださった、
ふるさと五城目会の皆さん
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「
消
費
税
十
％
引
き
上
げ
」
な

ど
よ
く
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
総
理

大
臣
が
発
言
な
ど
と
騒
い
で
い

る
が
、
僕
は
こ
の
十
％
は
と
も
か

く
と
し
て
税
の
引
き
上
げ
に
は

と
て
も
賛
成
だ
。
僕
は
今
日
本
は

先
進
国
で
進
ん
で
る
経
済
大
国

で
あ
る
と
共
に
借
金
大
国
で
あ

る
と
思
う
、
な
ぜ
な
ら
日
本
は
毎

年
国
債
を
発
行
し
て
は
返
済
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
だ
か
ら
早
く

税
率
を
引
き
上
げ
て
国
債
を
返

済
し
て
し
ま
っ
た
方
が
国
が
上

手
く
潤
滑
し
て
社
会
保
障
も
充

実
す
る
と
思
う
か
ら
だ
。
し
か
し

今
の
日
本
国
民
は
子
ど
も
手
当

な
ど
の
社
会
保
障
の
充
実
ば
か

り
望
み
税
の
引
き
上
げ
に
は
消

極
的
だ
。
し
か
し
そ
れ
も
無
理
は

な
い
と
思
う
、
な
ぜ
な
ら
自
民
党

が
政
権
を
握
っ
て
た
時
に
消
え

た
年
金
、
使
途
不
明
な
税
金
な
ど

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
暴
露
さ
れ
た

以
上
国
民
は
ま
た
そ
う
使
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
は
ず

だ
か
ら
だ
。

前
項
ま
で
か
な
り
非
難
ば
か

り
し
て
た
が
、
解
決
法
も
あ
る
と

思
う
。

ま
ず
一
つ
は
集
め
た
税
金
を

一
円
単
位
ま
で
数
字
で
表
す
、
さ

ら
に
各
省
庁
の
支
出
合
計
を
ま

た
一
円
単
位
ま
で
表
す
事
を
毎

月
行
え
ば
、
国
民
の
人
も
か
な
り

安
心
感
が
出
る
と
思
う
。

二
つ
目
は
キ
ュ
ー
バ
の
よ
う

に
医
療
費
と
大
学
ま
で
の
教
育

費
を
無
料
に
す
れ
ば
税
率
を
三

十
〜
五
十
％
ま
で
は
上
げ
て
も

大
丈
夫
だ
と
思
う
。
し
か
し
そ
れ

で
も
そ
の
保
証
が
必
要
で
な
い

人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
る
家

庭
、
老
夫
婦
だ
け
の
家
庭
や
一
人

暮
ら
し
の
老
人
達
に
は
何
ら
か

の
カ
ー
ド
な
ど
配
布
し
税
率
を

今
ま
で
通
り
の
措
置
な
ど
を
取

れ
ば
い
い
と
思
う
。

し
か
し
今
ま
で
の
事
を
行

な
っ
て
も
使
う
金
が
な
け
れ
ば

税
が
入
っ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
所
得
税
二
〜
三
％
を
低
く
す

る
措
置
を
取
れ
ば
い
い
と
思
う
。

今
ま
で
の
事
か
ら
僕
は
、
給
与

な
ど
か
ら
引
か
れ
る
所
得
税
な

ど
を
二
〜
三
％
の
引
き
下
げ
を

行
い
、
消
費
で
き
る
お
金
を
多
く

し
て
あ
げ
て
、
消
費
税
率
を
上
げ

て
も
い
い
人
に
物
を
今
ま
で
通

り
に
は
い
か
な
く
て
も
消
費
量

を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

今
借
り
て
る
借
金
を
早
く
返

済
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
国
民
に

多
く
税
金
を
貰
っ
て
る
わ
け
だ

か
ら
、
国
債
の
発
行
を
や
め
る
。

夕
張
市
み
た
い
に
財
政
破
た

ん
す
る
の
で
は
な
く
、
大
学
ま
で

の
無
償
化
や
医
療
費
を
無
料
に

し
た
り
し
て
未
来
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
借
金
が
な
く
住
み
や

す
い
国
家
を
作
っ
て
い
っ
て
も

ら
う
と
共
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
の
数

字
で
も
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど

を
抜
き
世
界
一
の
国
民
総
生
産

と
共
に
世
界
一
の
経
済
大
国
を

作
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

秋
田
北
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

羽
場　

友
作
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
僕
が
思
う
未
来
の
税
」

こ
の
た
び
行
わ
れ
た
中
学
生

の
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
五
一
中
の
生
徒
二

人
が
秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
賞
な
ど
の
各
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
十
一
月
二
十
五
日
、

五
城
館
で
開
催
さ
れ
た
税
務
懇

談
会
（
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
と
町
の
共
催
）
で
行
わ
れ
、

川
上
哲
也
会
長
か
ら
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

※ 

表
彰
の
詳
細
と
作
文
は
、
六
・

七
㌻
下
段
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

五
一
中
の
二
人
が
表
彰

　農業経営者が農作業用の機械に使用する軽
油を購入するとき、県から免税証を受けて販
売店に提出すると、軽油取引税が免除されま
す。

▼免除額　１リットルあたり32.1円

▼申　請　 秋田地域振興局県税部（秋田市山
王）で受け付けています。

※ すでに購入した軽油や作業を終えた分の免
税証は交付できません。ご注意ください。

農作業用機械の
軽油取引税が
免除されます

お問い合わせは
秋田地域振興局県税部（☎860・3341）



【全町花だんコンクール】

●一般団体の部
最 優 秀 賞　 ▼谷地中老人クラブ
優　秀　賞　 ▼    西野松鶴会、上高崎老人クラブ光明会、下

高崎老人クラブ、西磯ノ目町内会、台御蔵
下寿会、築地町老人クラブ福寿会、紀久栄
町老人クラブ、希望ヶ丘老人クラブ、野田
老人クラブ寿会、中村老人クラブ

●学校職場の部
優　秀　賞　 ▼    株式会社セコー、養護老人ホーム森山荘

【全県花だんコンクール】
特別優秀賞　 ▼  谷地中老人クラブ、株式会社セコー、紀久

栄町老人クラブ、今町松葉会、上高崎老人
クラブ光明会、希望ヶ丘老人クラブ

花いっぱい運動功労賞
　　　　　　 ▼  町花いっぱい推進委員会
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全町花だんコンクール最優秀賞の
谷地中老人クラブの花だん

【全町花だんコンクール】

花いっぱい運動　花だんコンクール

私
は
今
ま
で
、
税
金
と
い
わ
れ

て
も
消
費
税
の
こ
と
し
か
思
い

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
税
金
な

ん
て
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
逆
に
税
金
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
私
た
ち
の

生
活
は
大
変
苦
し
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
普
段
私
達
が
利
用
す

る
道
路
で
も
、
税
が
無
く
な
っ
て

し
ま
え
ば
、
道
路
を
通
行
す
る
時

に
道
路
の
所
有
者
へ
い
ち
い
ち

お
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
救
急
車
や
ご
み

収
集
、
交
番
を
使
う
の
に
も
有
料

に
な
る
し
、
医
療
費
が
全
て
自
己

負
担
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
税
金
に
つ

い
て
考
え
る
と
、
私
た
ち
が
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
も
税

金
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

で
は
、
税
金
に
は
ど
の
よ
う
な

種
類
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
調

べ
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

消
費
税
の
他
、所
得
税
や
法
人
税
、

住
民
税
、
そ
れ
以
外
に
も
酒
税
、

た
ば
こ
税
、
相
続
税
、
自
動
車
税

な
ど
、
他
に
も
多
く
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
国
に

納
め
る
税
、
都
道
府
県
に
納
め
る

税
、
市
区
町
村
に
納
め
る
税
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
税
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
れ
も
無
駄
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
こ
う
し
て
、

学
校
で
授
業
が
受
け
ら
れ
る
の

も
、
全
て
税
金
の
お
か
げ
だ
し
、

私
た
ち
は
常
に
税
金
に
支
え
ら

れ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
税
金
の

無
駄
遣
い
も
あ
り
ま
す
。
ダ
ム
の

建
設
な
ど
で
は
な
く
、
も
っ
と
他

の
使
い
道
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
日
本
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
高
齢
者
は

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
高
齢
者
の
方
々
に

と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
生
活

環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
、
税

を
使
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
私
は
思
い
ま
す
。

私
は
税
金
な
ん
て
い
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
税
金
に

つ
い
て
少
し
触
れ
る
だ
け
で
、
税

金
の
大
切
さ
や
あ
り
が
た
さ
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や

は
り
、
税
金
は
国
民
の
た
め
、
そ

し
て
未
来
の
日
本
の
た
め
に
も

正
し
い
使
い
方
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は

ま
だ
中
学
生
で
税
金
に
直
接
携

わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
税
金
に
た
よ
っ

て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

国
民
の
み
ん
な
が
税
金
を
払
っ

て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
生
活
を
当
た
り
前

だ
と
思
わ
ず
、
大
切
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
私
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
、
税
金
と
し
っ

か
り
向
き
合
っ
て
、
未
来
の
日
本

の
た
め
に
も
き
ち
ん
と
払
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

椎
名　

里
帆
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
税
の
大
切
さ
」
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町
内
保
育
園
入
園
の
ご
案
内

保
育
園
の
入
園
は
、
家
庭
の
都
合
で
保

育
で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
申
込
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、

入
園
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
園
申
込
書
配
付
期
間

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
㈬
〜

十
七
日
㈮

▼
入
園
申
込
受
付
期
間

　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
一
日
㈫
〜

十
七
日
㈪

●
五
城
目
・
大
川
保
育
園

・
入
園
申
込
書
配
布
場
所

　
　
　
　
　
　

各
保
育
園

　
　
　
　
　
　

役
場
町
民
福
祉
課

・
受
付
場
所　

役
場
一
階
町
民
談
話
室

●
馬
場
目
保
育
園

・
入
園
申
込
書
配
付
場
所

　
　
　
　
　
　

馬
場
目
保
育
園

・
受
付
場
所　

馬
場
目
保
育
園

※ 

現
在
入
園
し
て
い
る
お
子
さ
ん
が
引
き

続
き
入
園
す
る
場
合
も
、
申
し
込
み
は

必
要
で
す
。

※  

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）
ま
で

▼
入
園
資
格

・ 

三
歳
児
、
四
歳
児
、
五
歳
児

　

（
平
成
十
七
年
四
月
二
日
〜

同
二
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

・  

五
城
目
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
（
た
だ

し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
入
園
申
込
書
配
付
期
間

・ 

十
二
月
八
日
㈬
〜
十
四
日
㈫　

　

（ 

用
紙
は
五
城
目
幼
稚
園
と
町
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
）

▼
入
園
申
込
受
付
期
間

・ 

十
二
月
十
五
日
㈬
〜
十
七
日
㈮　

　

（ 

申
込
書
、
園
児
の
住
民
票
、
戸
籍
謄

本
を
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
）

※ 

現
在
通
園
中
で
引
き
続
き
通
園
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
７
２
）

ま
で

「女性特有のがん検診推
進事業」として、対象者
へ今年の5月に、子宮頸

けい

が
んと乳がん検診を無料で
受診できる「クーポン券」
と「検診手帳」をお送り
しました。
クーポン券の有効期限

は12月31日㈮です。まだ
受診されていない方は、早
めに検診を受けましょう。

お問い合わせは
役場町民福祉課（☎852・5180）

「女性特有のがん検診推

頸がん・乳がん検診を受けましょう

クーポン券の有効期限は

12月31日(金)です！
県内では平成20年に、十和田湖畔で鳥インフルエン

ザに感染したハクチョウが発見されたほか、今年の10
月には北海道で、野生のカモの排泄物から高病原性鳥イ
ンフルエンザが確認されました。
ハクチョウなどの飛来時期を迎えていますが、以下の

点に注意して、鳥インフルエンザの感染を防ぎましょう。▲

野鳥への餌付け自粛をお願いします。▲  

衰弱・死亡した野鳥やその排泄物には近づかないよう
にしましょう。▲  

ニワトリなどの家きんを飼育されている方は、防鳥
ネットの整備など、家きんと野鳥が接触しないように
しましょう。

お問い合わせは
役場産業課（☎852・5215）

クーポン券クーポン券

県内では平成20年に、十和田湖畔で鳥インフルエン
ザに感染したハクチョウが発見されたほか、今年の10

鳥インフルエンザの

感染 を防 ぎ ま し ょ う

▼
入
園
資
格

入
園
資
格

・
三
歳
児
、
四
歳
児
、
五
歳
児

三
歳
児
、
四
歳
児
、
五
歳
児

▼
入
園
申
込
受
付
期
間

・
十
二
月
十
五
日
㈬
〜
十
七
日
㈮

五
城
目
幼
稚
園

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
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子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話してみ
ませんか。
気軽に遊びに来てください。▲

 12月７日㈫
　 もりやまこども園▲

時　間　午前９時30分～
午前11時30分

※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで

園内や園庭で遊ばせたり、保護
者同士が情報交換できる交流で
す。子育ての相談にも応じます。
月ごとに楽しい遊びを用意してい
ますので、ぜひおいでください。▲

対　象　 町内に住む保育園・幼
稚園入園前のお子さん
とその保護者▲

開催日　 12月３日㈮
　　　　　「 ミニミニクリスマス

会」▲

場　所　 もりやまこども園▲

時　間　 午前10時～
午前11時30分

※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（☎852・3421）まで

「わんぱーく」に
来てね！

「ちびっこ広場」で
遊ぼうよ！

遊びに
　　おい

でよ

「わんぱ「わんぱ「 」
もりやまこども園

３歳児を対象に
日本脳炎の予防接種が再開されています

健健 診・診・予 防 接 種予 防 接 種健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー12月

■　健　　診　■
９日　3歳児健康診査
対象　平成19年４月～６月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

17日　１歳児健康相談
対象　平成21年11月、12月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　役場１階保健室

20日　乳児健康診査
対象　平成22年８月生まれ

12時40分～13時
平成22年２月、５月生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

■　そ の 他　■
14日・28日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

町民福祉課　☎８５２・５１８０

　日本脳炎の予防接種は、ワクチンの安全性などから平成17年５月以降よ
り接種をお勧めしていませんでしたが、今年度から新しいワクチンを使用
した、３歳児への予防接種が再開されています。

▼対　象　 平成18年４月２日～平成20年４月
１日生まれ（対象者には通知済み、
３歳になってから接種してください）

▼料　金　無　料

【３歳以外のお子さんについて】

▼  ７歳６か月（第１期対象年齢）までの子ども

▼  ９歳以上13歳未満（第２期対象年齢）の子ども
　※ 第２期の期間に第１期の未接種分を接種できるようになりました。
　 　感染の恐れがある地域（東・南アジア、国内では中国・四国地方以西）
へ行くなどの理由がある場合は、希望により無料で予防接種が受けられ
ます。予診票をお持ちでない方は、役場町民福祉課へご連絡ください。

▼  ７歳６か月以上９歳未満の子ども
　 　接種機会が確保されるよう国で検討されており、再開時にはお知らせ
します。
　※ 平成13年４月２日～平成15年４月１日生まれの子どもには、来年度
に全対象者へ通知し、第１期分の接種をお勧めしていく予定です。

お問い合わせは　役場町民福祉課（☎852・5180）
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宝くじが楽しみ

□□□□□さん
（広青苑）

人
と
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
が
好

き
で
、
行
事
に
も

積
極
的
に
参
加
さ

れ
る
と
い
う
□
□

□
さ
ん
。
宝
く
じ

を
買
う
の
が
楽
し

み
で
、「
当
た
っ

た
ら
み
ん
な
に
分

け
る
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

♦90歳を迎えられた方（11月20日現在） 
　10月25日　□□□□□さん（広青苑） 11月 5日　□□□□□さん（下山内）
　11月19日　□□□□□さん（浅見内1区）

いつも自然体

□□□□□さん
（下山内）

い
つ
も
自
然
体

で
無
理
を
し
な
い

人
だ
と
家
族
に
言

わ
れ
る
□
□
□
さ

ん
。
若
い
頃
は
自

分
が
行
き
た
い
所

が
あ
る
と
、
秋
田

市
や
上
小
阿
仁
村

ま
で
自
転
車
で
出

か
け
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

川柳をたしなむ

□□□□□さん
（浅見内１区）

何
か
趣
味
を
持

た
な
け
れ
ば
と
、

八
十
六
歳
か
ら
川

柳
を
始
め
ら
れ
た

と
い
う
□
□
□
さ

ん
。健
康
の
た
め
、

畑
仕
事
や
散
歩
な

ど
、
毎
日
体
を
動

か
す
よ
う
心
が
け

て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

町で90歳を迎えられた方をご紹介します ※掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際にお知らせください。

♦90歳を迎えられた方
10月25日
11月19日

いつも自然体川柳をたしなむ

町で90歳を迎えられた方をご紹介します 元気に長生き！
♦

元元元気 ！
これからもお元気で。

こころはればれ
通信 Vol.50

12月１日㈬は、「いのちの日」です。
「いのちの日」は、心の健康問題について考
え理解を深める日として、平成13年に国民健
康づくり運動「健康日本21」の中で、自殺予
防の一環として制定されました。
「大切ないのちを守る」ため、今の自分にで
きることを、忙しく流れる日々の中でちょっ
と立ち止まり、考える機会にしてみませんか？

町民福祉課　保健師　

12月１日㈬は
「いのちの日」
ちょっと考えてみませんか？

　認知症の原因や症状、予防方法、そして人との接し方や
介護している家族の気持ちなどについて学び、認知症への
理解を深めましょう。

▼日　時　12月15日㈬　午後１時30分～

▼場　所　役場２階　正庁

▼講　師　椎名テル子さん（町地域包括支援センター）

▼参加費　 無　料

※ 参加をご希望の方は、町地域包括支援センターへお申し
込みください。

認知症への理解を深めましょう

「認知症を学ぶ講座」

お問い合わせは
町地域包括支援センター（☎855・1070）
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早朝健診での特定健康診査や各種検診を受診できな
かった方へ、次のとおり追加健診を実施します。
年に一回は健診を受けて、健康管理に努めましょう。

▼期 　 　 　 日　12月12日㈰、19日㈰

▼受 付 時 間　午前８時～午前10時

▼場 　 　 　 所　役場２階　正庁

▼健 診 の 種 類　 特定健診、胃がん・大腸がん・胸部
　　　　　　　　　前立腺がん・肝炎検診

▼対象者と料金　 早朝健診で健診を受診できなかった方
のうち

　　　　　　　　　◆特 定 健 診　 40歳～74歳の国民健
康保険加入者、無料

　　　　　　　　　◆その他検診　 40歳以上の全町民、
有料

▼受診時の持ち物　◆特定健康診査受診券
　　　　　　　　　◆ 国民健康保険証（特定健康診査受診

者）
　　　　　　　　　　※ その他の検診のみ受診される方は

必要ありません。
※ 受診を希望される方は、早めに役場町民福祉課へお申
し込みください。
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イ
ン
フ
ルエン
ザ
流
行
の
季
節
を
前
に

しっか
り
と
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

▼
予
防
接
種
を

　

受
け
ま
し
ょ
う

　

◆ 

今
シ
ー
ズ
ン
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
、

「
Ａ
香
港
型
」 「
Ｂ
型
」 「
新
型
」
の

三
種
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

◆ 

接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。　

医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

◆ 

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
か
ら
抗
体

が
で
き
る
ま
で
に
は
、
約
二
週
間

か
か
り
ま
す
。
流
行
す
る
前
に
、

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

※ 

六
十
五
歳
以
上
や
中
学
生
以
下
の

方
、
生
活
保
護
・
非
課
税
世
帯
の

皆
さ
ん
に
は
、
接
種
費
用
の
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広
報
ご
じ
ょ
う
め
十
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
普
段
か
ら
予
防
を

　

心
が
け
ま
し
ょ
う

　

◆ 

帰
宅
後
は
、
「
う
が
い
」
と
「
手

洗
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

◆ 

十
分
な
睡
眠
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
ご
存
知
で
す
か
？　
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト
】

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
し
ぶ
き
は
、
約

二
㍍
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染

を
防
ぐ
た
め
、
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ

う
。

◆ 

せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
て
い
る
と
き

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

◆ 

マ
ス
ク
が
な
い
と
き
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口
と
鼻
を
お

お
い
、
す
ぐ
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。

▼
か
か
っ
た
か
な
？

　

と
思
っ
た
ら

　

◆ 

基
礎
疾
患
な
ど
が
あ
る
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
（
主
治

医
）
に
、
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

◆ 

一
般
の
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

登
録
医
療
機
関
に
電
話
連
絡
の
う

え
、
指
示
に
従
っ
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

※ 

熱
が
下
が
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
力
は
残
っ
て
い
ま

す
。
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
外
出
自

粛
期
間
に
つ
い
て
は
必
ず
医
療
機

関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
町
民
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）
ま
で

健診を受けて健康管理をしましょう
早朝健診を受診できなかった方へ

追加健診を実施します

お申し込み、お問い合わせは　役場町民福祉課（☎852・5180）まで



五城目第一中学校竣
しゅん

工式・記念植樹・
記念行事が開催されました

12KOHO GOJOME No.917 2010.12.1

五
城
目
第
一
中
学
校
の
改
築

事
業
は
、
平
成
十
八
年
四
月
に

基
本
構
想
の
原
案
作
成
に
着

手
。
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の

五
か
年
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
一
年
二

月
二
十
三
日
に
新
校
舎
建
設
工

事
が
完
了
し
、
平
成
二
十
二
年

二
月
二
十
六
日
に
は
屋
内
運
動

場
建
設
工
事
が
完
了
。
今
年
の

三
月
か
ら
は
、
部
室
兼
倉
庫
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
建
設
工
事
の
ほ
か
、
屋

外
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
駐
車
場
整

備
な
ど
の
外
構
工
事
が
行
わ

れ
、
十
一
月
一
日
を
も
っ
て
、

す
べ
て
の
事
業
が
完
了
し
ま
し

た
。各

建
設
・
整
備
工
事
の
ほ
か
、

解
体
工
事
や
設
計
・
監
理
、
備

品
購
入
な
ど
を
含
む
五
か
年
の

総
事
業
費
は
、
約
二
十
二
億
八

百
万
円
。

森
山
に
向
か
い
、
大
き
く
翼

を
広
げ
た
よ
う
に
誕
生
し
た
新

五
城
目
第
一
中
学
校
が
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
の
思
い
、
そ
し

て
引
き
継
が
れ
た
歴
史
と
伝
統

を
刻
み
、
大
き
く
羽
ば
た
き
ま

し
た
。

「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」

五城目第一中学校改築事業が完了！
～光は夢を育て　風は力を培い　緑は心を養う～

敷
地
内
の
配
置
図

　

校
舎
正
面
は
芝
生
広
場
と
し
て

整
備
さ
れ
、
屋
外
学
習
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
前
校

舎
か
ら
生
徒
た
ち
を
見
守
っ
て
き

た
「
正
々
堂
々
の
像
」
や
樹
木
も

移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

校
舎
西
側
に
は
、
駐
輪
場
と
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
、
そ
し
て
新
校

舎
正
門
の
「
半
月
門
」
が
あ
り
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
を
備
え
た
全
天
候

型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
舎
の
東
側
に
は
、

「
桜
門
」
の
ほ
か
、
屋
外
学
習
活

動
に
も
配
慮
し
た
多
機
能
の
「
部

室
兼
倉
庫
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

多機能の「部室兼倉庫」
（校舎東側）

新校舎の正門「半月門」
（校舎西側）

生
徒
た
ち
を
見
守
る「
正
々
堂
々
の
像
」（
校
舎
正
面
）
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五城目第一中学校竣
しゅん

工式・記念植樹・
記念行事が開催されました ❶

❸❹

❺

❻

❷

十
一
月
三
日
、
五
城
目
第
一
中

学
校
改
築
事
業
の
完
了
を
記
念
し
、

五
城
目
第
一
中
学
校
竣
工
式
と
記

念
植
樹
を
実
施
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
全
校
生
徒
や
ご
来

賓
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
五
百
人

が
参
加
。
工
事
な
ど
に
携
わ
っ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
そ
の
後
の
記
念
植
樹
で
は
、

校
舎
西
側
に
サ
ク
ラ
と
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
同
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
た
実

行
委
員
会
（
委
員
長
：
椎
名
志
保

さ
ん
）
が
記
念
行
事
を
開
催
し
、

水
野
勇
気
さ
ん
（
秋
田
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、

五
一
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
、
ジ
ョ

エ
ル
＆
ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん
に
よ
る

音
楽
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
行
事
の
最
後
に
は
、

生
徒
が
考
え
た
フ
レ
ー
ズ
を
も
と

に
ジ
ョ
エ
ル
＆
ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん

が
作
詞
作
曲
を
し
た
記
念
ソ
ン
グ

「B
elieve

　

―
僕
ら
の
未
来
―
」
が

初
披
露
さ
れ
、
新
た
な
五
一
中
の

誕
生
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

❶ 「校舎に込められた思いを胸に、しっかり歩んでいく」と
力強く述べた、生徒会長の鐙健幸さん。
❷ あいにくの雨の中、サクラ10本とドウダンツツジ150本
をみんなで植樹しました。
❸ 左から、生徒代表の鐙さん、渡邉町長、森田秋田地域振興局
長、生徒代表の齊藤さん。
❹ 記念アトラクション「夢への旅立ち～翼をひろげて」に出演
されたジョエル＆クリントンさん。お二人からも、「夢はあき
らめずに！」「明確な目標を持ってがんばって！」とのメッセー
ジをいただきました。
❺ 記念ソング「Believe－僕らの未来－」は、五一中吹奏楽部と
の合同で披露されました。
 ❻ 、❼後日、「秋田ノーザンハピネッツ」の試合に全校生徒を招待
してくださった水野さん。記念講演では、「プロスポーツチー
ムで地域を盛り上げたい」との思いを語ってくれました。

❼



お問い合わせ　役場総務課（☎852・5332、FAX852・5399）

14KOHO GOJOME No.917 2010.12.1

このたび、県から「湖東地区医療再編計画」が示されま
した。計画の概要は下記のとおりです。
なお、町をはじめとする地元４か町村はこの計画に満足

しておらず、湖東総合病院の将来目指すべき姿を見据え、
医師確保に県や厚生連、守る会と連携し、全力を挙げて取
り組みながら、「救急告示病院としての機能」「診療科目の
拡大」「増床」の早期実現に向けて努力していきます。

お問い合わせは　役場総務課（☎852・5332）まで

湖東総合病院の方向性
　湖東総合病院の方向性は、秋田組合総合病院との綿
密な連携体制と機能分担を図りながら運営する。

１．病院の特性
　・ 地域の高齢患者を中心とする、在宅を含めた内科
系医療需要に対応

　・ 急性期治療終了後のリハビリテーション医療機能
を担う

　・ 地域の在宅高齢患者の容態悪化への対応を中心と
した救急医療

　・ 外科系診療科は外来主体とし、手術機能は秋田組
合総合病院へ集約

２．入院診療科
　　 　総合内科（内科・消化器科・循環器科）、整形
外科、リハビリテーション科

３．外来診療科
　　 　総合内科（内科・消化器科・循環器科）、小児科、
外科、脳神経外科、整形外科、リハビリテーショ
ン科、泌尿器科（人工透析）、産婦人科、眼科、
耳鼻咽喉科

４．病床規模
　　 　100床程度
５．必要医師数
　・ 常勤換算医師数　11人程度（平均入院患者90人、
平均外来患者250人とした場合の法定医師数）

　・ 入院機能を持つ診療科については、常勤医師を確
保

６．将来の目指すべき方向
　　 　当面100床規模での改築を行い、医師の確保に
努め、状況に応じて次の機能などの実現を図る。

　・ 救急告示病院としての機能
　・ 診療科目の拡大
　・ 医療法施行規則第30条の32の２（特例病床）の
規定などを活用した増床

※改築費の試算
　・総事業費　24.7億円
　・延床面積　5,850㎡

「湖東地区医療再編計画」
の成案が示されました

　町では、地域の医療を守るため、湖東総合病院で働い
ていただける医師を探しています。ご親せきや知人の方
がおりましたら、ぜひご紹介ください。

※ ご提供いただいた情報は、医師の就業支援業務以外には使用しません。

あなたの力で地域の医療を守りましょう！

医師をご紹介ください
「湖東総合病院」外来診療時間変更のお知らせ（11月～）

月 火 水 木 金
内科・整形外科・リハビリ・脳神経外科・産婦人科 ● ● ● ● ●
心 療 内 科 ・ 精 神 科 ●
消 化 器 科 予約 予約 予約
循 環 器 科 ● ● ※第1・3 ● ● ●
小 児 科 ● ●●
泌 尿 器 科 ● ●
耳 鼻 咽 喉 科 ● ●
眼 科 ● ● ● 予約 ●
皮 膚 科 予約
リ ウ マ チ ク リ ニ ッ ク ● ●

● ➡ 午前　● ➡ 午後　　　※詳しくはお問い合わせください。

お問い合わせは　湖東総合病院(☎８７５・２１００、☎８５２・３７３７)
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●町が除雪を委託した業者
五城目・馬川地区 ㈱畠　山
馬 場 目 地 区 ㈱畠　山、佐々木造林㈲
大川地区　・本 村 部 ㈲アイ・ケー
　　　　　・本村部以外 ㈲森山建設
内 川 地 区 ㈲沢忠林業
森 山 地 区 石次建築、拓翔サービス
富 津 内 地 区 佐々木造林㈲、㈲沢忠林業
五城目外環状線（広域農道） ㈱セコー

ご協力をお願いします
◆玄関の除雪は各家庭で
　・  玄関先など間口の除雪は、各家庭で行ってください。

◆ 屋根の除雪、屋根からの落雪は家主の責任です
　・  屋根の雪、屋根から道路への落雪は、家主が責任を
持って除雪してください。

◆車道へ雪を捨てないで
　・  宅地内や会社内の雪を道路に出すのはやめましょう。

◆路上駐車はみんなの迷惑
　・  たとえ１台の路上駐車でも大きな障害になります。絶
対にやめましょう。

◆ 第１・第３日曜日は全町除雪デー
　・ 町内会で、除雪車の入れない道路などの除排雪をお願
いします。

お問い合わせは　役場建設課（☎852・5252）まで

通行止め

町では平成23年度の全
面供用開始に向け、町道西
野矢場崎線の改良工事を進
めていますが、路床安定処
理（舗装の下の土にセメン
トを混ぜて固める工法）の
ため、12月５日㈰から１
月30日㈰まで終日完全通
行止めとさせていただきま
す。
ご迷惑をおかけします

が、国道285号線を迂
うかい

回願
います。

お問い合わせは　役場建設課（☎852・5252）まで

町民のみなさんへ
町道の除雪にご理解とご協力を！

町では平成23年度の全
面供用開始に向け、町道西

町道西野矢場崎線が
12月５日㈰から１月30日㈰まで
終日完全通行止め（歩行者含む）となります

ご迷惑をおかけします

馬場目川

イオン　
　スーパーセンター　

　五城目店●

●五城目高校

西磯ノ目町内

西野町内

西
野
橋

磯
ノ
目
大
橋

285

至秋田

至上小阿仁通行止めになる区域
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
６
１
）

ま
ち
づ
く
り
課
で
す

ハ
イ
！

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

〝
ま
ち
づ
く
り
活
動
〞を
支
援
し
ま
す
！

矢場崎町内会の皆さんによる、
矢場崎ポケットスペースの清掃作業

（10月17日）

谷地中町内会の皆さんによる、
町道の草刈り作業 （11月７日）

地
域
の
道
路
や
公
園
、
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
活
動
を
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
作
業
し
て
い
た
だ
く
場
合
、
必
要
経
費
（
消
耗
品
、
燃
料
、

原
材
料
、
借
上
な
ど
）
を
町
が
負
担
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖12月 6日㈪　午前10時から
　本会議　 町長行政報告

❖12月 7日㈫　午前10時から
　本会議　 一般質問、議案上程

❖12月 8日㈬　午前10時から
　本会議　  議案上程
　各常任委員会

❖12月 9日㈭
　各常任委員会

❖12月10日㈮　午前10時から
　本会議　 各常任委員長報告
　　　　　質疑、討論、議決
※ お問い合わせは、町議会事務局　
（☎852・5411）まで

町議会12月定例会の日程（予定）
町議会を

傍聴してみませんか

　今年の異常気象で
農業収入が減収した
農業者へ、来年の営
農資金を低金利で支
援します。

▼貸付対象者　 平成22年産農作物の販売収入が減
少した農業者、農業法人、集落営
農組織

　　　　　　　※ 販売目的の水稲作付がある場合
は、米戸別所得補償モデル事業
加入者に限る

▼資 金 使 途　平成23年の営農に必要な運転資金

▼貸付限度額　 平成21年と比較した、平成22年
の農作物の減収額

▼貸 付 利 率　0.5％

▼貸 付 期 間　平成23年１月～11月

▼償 還 期 限　５年（据置１年）以内

▼融 資 機 関　農業協同組合、銀行、信用金庫

　今年の異常気象で
農業収入が減収した

「秋田県営農維持緊急支援資金」
来年の営農資金を支援します

お申し込み・お問い合わせは
役場産業課（☎852・5215）
または最寄りの融資機関まで

十
一
月
二
十
日
、
浅
見
内
公

民
館
で
「
移
動
商
店
会
・
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
県
が
「
㈱
あ
っ

た
か
五
城
目
」
へ
委
託
し
た
「
高

齢
者
支
援
地
域
モ
デ
ル
事
業
」

の
一
環
と
し
て
実
施
。
当
日
は

田
中
恵
さ
ん
（
秋
田
追
分
全
国

大
会
第
十
六
回
優
勝
者
）
の
歌

謡
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
健
康
相
談

や
五
城
目
商
店
会
に
よ
る
生
活

用
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

同
事
業
で
は
こ
の
ほ
か
に
、

同
地
区
か
ら
本
町
部
へ
の
無
料

買
物
バ
ス
運
行
な
ど
、
日
常
生

活
で
の
買
い
物
や
交
通
確
保
な

ど
を
支
援
す
る
事
業
が
行
わ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

浅
見
内
地
区
の
生
活
を
支
援

移
動
商
店
会
と
交
流
会
を
開
催
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㈶自治総合センターが「宝くじ」
の収入を財源として行う「コミュニ
ティ助成事業」で、今年度は西野町
内会がコミュニティ活動用備品とし
て、テント、ステージ、イス、テー
ブル、音響機器などを購入しました。
これらの備品は、町内会でのコ

ミュニティ活動に活用され、住民の
生きがい創出に役立てられます。

㈶自治総合センターが「宝くじ」
の収入を財源として行う「コミュニ

西野町内会で

コミュニティ活動用備品を購入

これまで光ファイバ未
整備地区となっていた馬
場目・富津内・内川地区
での整備が完了し、通信
事業者が12月1日から光
ブロードバンドサービス
を提供しています。
また、今回の整備地区

以外にも残っていたサービス未提供地区も解消され、町の全
世帯が光ファイバへ接続可能となりました。
ぜひこの機会にサービスにご加入いただき、光ブロードバ
ンドをご利用ください。
※ 光ファイバへの接続とサービスの利用には、通信事業者と
の契約が必要です。

▼光ブロードバンドでできること
　・超高速のインターネット通信
　・全国一律料金の光電話
　・顔を見て話せるテレビ電話
　・ドラマやスポーツなどのテレビサービス
　・通信カラオケサービス
　・携帯電話での留守番ペットの確認　など

これまで光ファイバ未
整備地区となっていた馬

光ブロードバンドサービス

町の全世帯で利用可能に！

　今回光ファイバの整備を行った、馬場目・富
津内・内川の３地区で、光ブロードバンドの体
験会を開催します。
　自由に機能を体験できるほか、他の会場とつ
ないでいるテレビ電話での通話も体験できま
す。また、光ブロードバンドについての質問に
もお答えしますので、ぜひこの機会に光ブロー
ドバンドの便利さを実感してください。

▼日　時　12月５日㈰　午前10時～午後４時

▼会　場　（３地区同時開催）
　　　　　・馬場目ふれあいセンター
　　　　　・富津内地区公民館
　　　　　・内川地区総合いきがいセンター

３地区で体験会を開催します
ぜひお越しください

お問い合わせは
役場まちづくり課（☎852・5361）

秋田朝日放送（AAB）

12月13日㈪
午後６時56分～

第8回あきたふるさと
手作りCM大賞2010

五城目町の結果は
いかに？

ぜひご覧ください!!

光ブロードバンドを
より身近に！



五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（10月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 朝翠流秋田県吟詠創立35周年記念みちのく交流大会 10,000円

会 費 4件

千代田区・五城目町学童野球交流会交歓会、第46回五
城目・上小阿仁間駅伝競走大会懇親会、漫画家矢口高雄
氏画業生活40周年を祝う会、千代田区・五城目町住民
交流懇親会

22,000円

接　遇 3件 漫画家矢口高雄氏画業生活40周年を祝う会お土産、来
客時お土産、町合併55周年記念式典時会食 28,639円

その他 5件
第46回五城目・上小阿仁間駅伝競走大会、千代田区・五
城目町住民交流懇親会、富津内地区住民まつりグラウン
ドゴルフ大会、収穫感謝祭、優秀農業賞受賞お祝い

24,145円

合 計 13件 84,784円
平成22年４月～10月の合計 569,624円

　

町長の主な予定（12月）
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「ふるさと納税制度」は、ふるさとや応援したい自治体への寄附金の額
が、個人住民税や所得税から一定限度まで控除される制度です。
平成22年度の寄附金額は、11月末現在で昨年の同時期を上回る、38

万5千円（17人）となっています。たくさんのご寄附、ありがとうござ
いました。なお、5,000円以上のご寄附をいただいた皆さんには、まも
なく町のまごころ「ふるさと便」をお送りします。
これからも、皆さんからのご支援をお待ちしています。

▼申 込 書　 寄附したい旨を、役場まちづくり課へお知らせください。
寄附申込書をお送りします。

▼確定申告　 寄附金額のうち5,000円を超え
る額が、税額からの控除対象で
す。

　　　　　　 「寄附金受領証明書」を発行し
ますので、確定申告で提出して
ください。

皆さんの思いを「まちづくり」に生かします！　ふるさと愛
あいきょう

郷寄附金

寄附したい旨を、役場まちづくり課へお知らせください。

お問い合わせ先
役場まちづくり課（☎018・852・5361　FAX.018・852・3151）

メール　furusato@town.gojome.akita.jp

 1／ 全国町村長大会、北東北三県町
村長中央研修会（東京都）

 3／ 町民生児童委員協議会委嘱状伝
達式（役場）、あきぎん会（町内）

 4／ 町PTA研究集会（町民センター）

 5／ グラウンドゴルフ協会創立20周
年記念式典（町民センター）

 6／ 12月定例会（役場・～10日）

 8／ 県文化功労者受章祝賀会（秋田市）

13／ 花だんコンクール・谷地中老人ク
ラブ団体活動受賞祝賀会（谷地中公
民館）

16／ 町内会長会五城目地区協議会懇
談会（五城館）

22／ 酒米研究会総会（五城館）

30／ 仕事納めの式（役場）
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思
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。

「
夕
べ
な
か
な
か
寝
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け
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く
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ラ
も
だ
よ
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い
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五
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五
城
目
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し
て
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め
て
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バ
ス
旅
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「
淡

路
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友
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バ
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。
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ン
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ャ
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元
わ
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包
ま
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オ
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ラ
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五
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神
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淡
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大
震
災
」
か
ら
す
っ
か
り
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興
し
て
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建
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も
ち
ろ
ん
、
道
路
も
ス
イ
ス
イ
。
か

つ
て
中
村
メ
イ
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「
田
舎
の
バ
ス
は
オ

ン
ボ
ロ
車
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田
舎
の
道
を
ガ
タ
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ト
走
る
」

は
昔
の
昔
。
五
城
目
町
も
帰
省
す
る
た
び
、

び
っ
く
り
す
る
ぐ
ら
い
道
路
が
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備
さ
れ
、

「
五
城
目
に
帰
っ
て
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子
に
な
っ
た
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と
笑

え
る
本
音
を
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に
す
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こ
と
が
あ
り
ま

す
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地
元
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お
気
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に
な
ら
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思
い
ま
す
が
、
私
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の
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、

何
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い
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ぼ
れ
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き
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っ
て
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っ
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も
見
ず
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と
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す

が
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こ
と
も
な
く
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見
る
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は
し
っ

か
り
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て
、
入
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、
食
事
と
五
感
は
フ
ル

回
転
‼
「
ん
だ
が
ら
み
ん
な
若
い
ん
だ
‼
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自
然
豊
か
な
淡
路
島
を
見
学
し
て
い
る

と
、
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と
五
城
目
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を
思
い
出
し
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
自
慢
の
歌
っ

こ
は
も
ち
ろ
ん
、
幼
少
の
思
い
出
に
、
現

在
の
日
々
を
重
ね
て
の
絆
。
お
会
い
し
た

だ
け
で
何
か
し
ら
温
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も
の
を
感
じ

る
、
こ
れ
こ
そ
故
郷
を
と
お
し
て
の
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だ

と
思
い
ま
す
。

多
様
化
し
て
ゆ
く
現
代
社
会
の
流
れ
の

中
で
、
お
互
い
の
絆
を
深
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
五
城
目
町
と
関
西
を
共
有
し
て
い
る
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と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
実
り
の
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過

ぎ
、
一
寸
一
服
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き
た
る
べ
き
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で
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ね
。
ふ

る
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と
の
皆
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い

年
末
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に
な
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ま
す
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心
よ
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お
祈
り
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し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今

後
も
近
畿
五
城

目
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

絆
の
温
か
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コスモスよりもさわやかな「もどわらし」
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シ
ャ
ポ
ン
玉
割
れ
て
ハ
ー
ト
の
反
抗
期

 

新　
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大
原
美
ど
り

岩
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球
の
鼓
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だ
と
思
う

 
矢
場
崎　
　

鈴
木
さ
く
ら

真
っ
直
ぐ
に
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れ
ぬ

 
新
畑
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風

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

近
畿
五
城
目
会
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（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

▼
金
賞
、
県
教
育
長
賞

　

石
井　

優
衣
（
馬
小
３
年
）

第
22
回

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作
品
展

◆
絵
画
の
部

　

▼
理
事
長
賞　

猿
田　
　

拓

（
五
小
１
年
）

　

▼
金　
　

賞　

舘
岡　

美
紅

（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　

石
井　

海
知

（
五
小
３
年
）

第
73
回
県
書
道
展
覧
会

◆
小
学
３
年
半
紙

　

▼
１
等　

渡
部　

真
衣（五

小
３
年
）

◆
小
学
２
年
半
紙

　

▼
１
等　

近
藤　

乃
愛（五

小
２
年
）

第
２
回

新
聞
き
り
ぬ
き
コ
ン
ク
ー
ル

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

　

▼
佳
作　

工
藤　

優
華（

五
小
６
年
）

平
成
22
年
度

環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

▼
最
優
秀
賞　

石
井　

瑠
夏

（
五
小
５
年
）

　

▼
優
秀
賞　

千
田　

雄
太

（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　

松
橋　

賢
汰

（
五
小
６
年
）

　

▼
佳　
　

作　

齊
藤　

陽
季

（
馬
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

耕
心

（
五
小
５
年
）

近
畿
五
城
目
会
幹
事
長　
　
　

福　

岡　

美
恵
子

（
下
高
崎
出
身
・
旧
姓
村
上
）



企業在職者への各講習会を開催

機械保全電気系保全作業技能検定準備▲

日　時　12月13日㈪、14日㈫
　　　　　１月17日㈪、18日㈫
　　　　　午前９時～午後４時▲

受講料　無料▲

受付期間　12月６日㈪まで
ステップアップエクセル（Excel2003）▲

日　時　１月６日㈭、７日㈮
　　　　　午前９時～午後４時▲

受講料　2,625円（テキスト代）▲

受付期間　12月15日㈬まで
エクセル基本操作編（Excel2007）▲

日　時　１月６日㈭、７日㈮
　　　　　午前９時～午後４時▲

受講料　2,100円（テキスト代）▲

受付期間　12月15日㈬まで
※ 各講習とも、会場は秋田技術専門校
（秋田市）、定員は10人です。
※ お申し込み、お問い合わせは上記問い
合わせ先まで。定員になり次第締め切
ります。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・10月26日　３万円　□□□さん
　中　村　（亡き母　□□□さん）
・11月8日　34,235円　□□□□さん
　上山内　（亡き母　□□さん）
・11月17日　３万円　□□□□さん
　樋　口　（亡き夫　□□□さん）▲

寄附金
・10月29日　2万円
　実行委員長　伊藤国勝さん
　（カラオケチャリティーショーの売上）
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問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

12月は「飲酒運転追放強調月間」です
飲酒運転の根絶： 飲酒運転は、運転者はもちろん、周囲の人

も責任を問われる場合があります。

❖「飲酒運転４ない運動」を進めましょう。

　◉運転するなら酒を飲まない　　　　◉運転する人に酒を飲ませない

　◉酒を飲んだら運転しない　　　　　◉酒を飲んだ人に運転させない

「年末の交通安全運動」
12月11日（土）～20日（月）

平成22年飲酒運転等追放競争　９位（全県25市町村・平成22年10月末現在）

問い合わせ先：秋田技術専門校
職業訓練センター（☎824・2548）

▼事 業 名　 観光バリアフリー推進事業
　　　　　　※町からNPO法人秋田バリアフリーネットワークへ委託

▼募集人数　５人（40歳未満の方）
▼期　　間　１月５日㈬～３月31日㈭　※その後１年間の更新予定

▼時　　間　午前８時30分～午後５時30分

▼日　　給　6,500円　※土・日・祝日休み

▼就業場所　町内

▼必要な資格など　 普通自動車運転免許、簡単なパソコン操作（ワー
ド・エクセルなど）

※ ハローワークにも募集を掲載しています。

緊急雇用創出基金事業で働く方を
募集します！

お問い合わせは
NPO法人秋田バリアフリーネットワーク（☎853・7475）



公営住宅の入居者を募集

▲

申し込み資格
　・月額所得15万８千円以下の方
　・ 同居家族がいて住宅に困きゅうさ
れている方

　・ 申込者または同居親族が暴力団員
でないこと

（舟付場住宅）▲

住　　宅　１号（ 木造平屋建、築21
年、浴室あり、浴槽・
風呂釜なし）▲

場　　所　大川大川字下川原36－8▲

家賃月額　16,500円～24,600円
（所得によって異なります）▲

敷　　金　家賃月額の３か月分▲

入居予定日　１月11日㈫以降
※ 募集は12月15日㈬まで。申込用紙は
役場２階の建設課に準備しています。

内川地区公民館
作品展示会を開催

▲

期　日　12月３日㈮～５日㈰▲

時　間　午前10時～午後３時▲

会　場　五城館2階アートギャラリー▲

展示品　 木工品、陶芸品、しめ縄、
俳句など

パソコン教室受講生を募集

パソコンでつくるカレンダー▲

会　場　中央公民館▲

期　日　12月14日㈫、15日㈬
　　　　　　　21日㈫、22日㈬▲

時　間　午後6時30分～午後8時30分▲

定　員　10人
※ 12月６日㈪より申し込みを受け付け、
定員になり次第締め切ります。

県市町村職員共済組合の
職員を募集

▲

採用予定人数
　初級一般事務　１名程度▲
受験資格
　 　昭和60年４月２日から平成５年４
月１日までに生まれた方
　※ 大学・短大卒業者と卒業見込者、
またはこれらに相当する学歴の方
を除く。▲

受付期間
　12月20日㈪～１月18日㈫▲

第１次試験日と会場
　１月30日㈰　秋田市文化会館
※ 詳細は上記問い合わせ先、または同
組合HP（http://www.kyosai-akita.
jp/）をご覧ください。

秋田地方法務局からのお知らせ

　平成23年1月から、帰化や国籍取得
などの国籍に関する事務は、各支局で
の取り扱いを廃止し、秋田地方法務局
戸籍課のみでの取り扱いとなります。
ご注意ください。
※詳細は上記問い合わせ先まで。

12月10日㈮～16日㈭は
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

　毎年12月10日から16日は、「北朝鮮
人権侵害問題啓発週間」です。この週
間を機に、北朝鮮による人権侵害問題
についての関心と知識を深めましょう。
また、日本人拉致容疑についての情報
をお持ちの方は、最寄りの警察署や交
番、駐在所までお知らせください。

し尿のくみ取りはお早めに！

　年末のし尿くみ取りは大変混み合い
ます。くみ取りの申し込みは下記のとお
りですので、お早めにお電話ください。▲

申込締切日　12月18日㈯▲

申込先
　・五城目衛生舎　☎852・3867
　　　　　　　　　☎852・3440
　・南秋衛生舎　80120・54・2746
　　　　　　　　　☎854・2746
※ 今年は12月29日㈬までくみ取りを
行います。来年は１月６日㈭からくみ
取りを始めます。ご注意ください。

屋内温水プールのお知らせ

　12月18日㈯は、クリスマス水泳大
会のため、一般利用はできません。ま
た、12月31日㈮から１月31日㈪まで
は、施設内の機械整備のため休館しま
す。大変ご迷惑をおかけしますが、ご
協力ください。
　なお、２月１日㈫からは通常どおり開
館しますので、どうぞご利用ください。

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」in五城館

　エレキギターの伴奏に合わせ、思い
出の歌を大合唱しませんか。▲

日　時　12月19日㈰　午後２時～
　　　　　（受付：午後1時30分～）▲

会　場　五城館▲

参加料　 1,000円（ケーキとコーヒー
または紅茶のセット付き）

※ お申し込み、お問い合わせは上記問
い合わせ先まで。
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問い合わせ先
内川地区公民館（☎854・2314）

問い合わせ先
役場町民福祉課（☎852・5112）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）

問い合わせ先
屋内温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

問い合わせ先
県市町村職員共済組合（☎862・5262）

問い合わせ先
秋田地方法務局（☎862・1129）

問い合わせ先
五城目警察署（☎852・4100）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・米沢町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2011年 １月ごみ収集日程表

平成22年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　石井　瑠夏さん）

守ろうよ　みんなの地球と　自分の未来

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
一
月
一
日
㈯
か
ら
一
月
三
日
㈪
ま
で
と
、一
月
一
〇

日
㈪
成
人
の
日
は
、可
燃
ご
み
の
収
集
を
休

み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
の
冷
蔵

庫
、家
庭
用
冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、洗
濯

機
、衣
類
乾
燥
機
の
収
集
は
、家
電
製
品
取
扱

店
ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受

付
け
ま
す
。（
8
０
１
２
０
・
５
３
７
９
１
５
）

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

町
民
福
祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

5日・19日（水）（全町）

16日・13日・17日
20日・24日・27日
31日

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

15日・18日・12日
15日・19日・22日
26日・29日

8日（土）

22日（土）

10日（月）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

14日（金）

24日（月）

25日（火）

26日（水）

27日（木）

28日（金）
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なまえ

なまえ

使
用
済
パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル

▼ 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
の
本
体
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
指

定
品
は
、
製
造
・
販
売
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
・
販

売
業
者
が
自
社
製
品
の
回
収
・
再
資
源
化
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

自
作
パ
ソ
コ
ン
、
事
業
撤
退
お
よ
び
倒
産
メ
ー

カ
ー
製
品
は
、
「
一
般
社
団
法
人
パ
ソ
コ
ン
３

Ｒ
推
進
協
会
」
が
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
３
・
５
２
８
２
・
７
６
８
５

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pc3

r.jp/

◉
割
れ
物
や
刃
物
の
出
し
方

　

 

ガ
ラ
ス
・
蛍
光
灯
な
ど
の
割
れ
物
や
、
包
丁
・

ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
を
出
す
と
き
は
、

　

1　

 

新
聞
紙
に
包
む
。（
肥
料
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
）

　

2　
新
聞
紙
に
中
身
の
名
前
を
書
く
。

　

3　

 

外
か
ら
中
身
の
名
前
が
見
え
る
よ
う
、
ご
み

袋
に
入
れ
る
。

◉ 

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

◆ 

電
気
式
の
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

（
屋
内
・
屋
外
用
）
を
購
入
し
た
方
に
、
購
入

額
の
二
分
の
一
（
限
度
額
＝
電
気
式
二
万
円
・

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
三
千
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

ご
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福
祉

課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

し
っ
か
り
覚
え
て

き
れ
い
な
町
に！



日 月 火 水 木 金 土

16

22

３ ４

17 18

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

1月1日
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28

21 23

15

７

２

30

13

６

20

５

19

2726
○ 食育の日　 ○ 天皇誕生日

12月1日

31
○ 元日
○ 消防年始特別警
戒（3日まで）

○ 大川保育園おゆ
うぎ会

（9：30～）
○ 町PTA研究集会
（町民センター・

13：00～）

○ 朝市健康相談室
（赤レンガ倉庫
跡地建物・

10・00～）

○ 大川保育園もち
つき会

（9：30～）

○ クリスマス水泳
大会（屋内温水
プール・

13：00～）
○ 馬場目保育園お
ゆうぎ会

（9：30～）

○ 朝市健康相談室
（赤レンガ倉庫
跡地建物・

10・00～）

○ 町内小・中学校、
五城目幼稚園冬
季休業（1月13
日まで）

○ 朝市健康相談室
（赤レンガ倉庫
跡地建物・

10・00～）

○ 役場仕事納めの
式
○ 消防年末特別警
戒（31日まで）

○ 五城目幼稚園ク
リスマス会

（9：30～）

○ もりやまこども
園もちつき会

10：00～）

○ 人権・困りごと相
談（五城館・

10・00～）

○ あきたふるさと
ＣＭ大賞（秋田朝
日放送・

18・56～）

○ 役場閉庁（１月５
日まで）

○ 五城目保育園ク
リスマスおゆう
ぎ会（9：30～）


